
○運営費交付金及び私学助成の削減
○科研費の伸び悩み

人件費の抑制

財政事情により政治・国民の優先順位低下国民への説明不足

【根源】

【研究資金】

競争的資金
の獲得競争

成果主義

基盤研究との
アンバランス

基礎科学力強化における課題の関係

基盤的資金
の不足

自由発想、知の
蓄積の危機感
(前衛的研究を!)

研究の多様性、
創造性の欠如

【研究インフラ】

施設・設備の停滞
（大研究室に中規模
設備が集中、
タコツボ化に拍車)

大規模施設の
整備・運用難

研究の質の低下
(継続研究ばかり)

世界的成果困難

【世界水準】

外国人の受入不足
(優秀な研究者の受入れ困難)

外国人の生活環
境が未整備
(宿舎や子弟の教
育の場の不足等)

世界水準、国際化の遅延

研究の魅力薄

ポスト不足

有能な若手研究者
にとってポスト不足
(閉鎖性ゆえ実質的
空きポスト不足)

教員の
高齢化

研究者の硬直化

引きこもり

若手研究者
の質の低下
(外国で採用され
ないレベル)

BS,MC,DC
囲い込み

研究支援不足
(リードも必要)

徒弟制度的な
助教・准教授の雑用

自立性の欠如
(40歳で独立では遅い)

独創研究の停滞

PDの過多、質不足

DCの志望少

教育の質の低下
(タコツボ型に陥りやすい)

教員の雑用多

【研究専念】 【大学院改革】 【イノベーティブ人材】

積極的フロント
業務も含めた
事務局機能の
低下
(若手に悪影響)

教授・准教授・助教で１研究室
外国はフラットだから３研究室

非効率的

経済危機

採用のミスマッチ

６０年代からの
修士の優先主義

社内教育主義
（OJTが有効であった)

DC、PD採用少
(産業界の理解
不足とDrの実
力不足)

企業の研究力
の低下

国際競争力の低下

海外へ研究拠点
移動

どこかが引き取
らねばならない
社会的負荷

能力主義も必要
大学、研究者の自己主義助長

教授の
事務官化

※BS:学部学生、MC:修士課程学生、DC：博士課程学生、PD:ポストドクター

文部科学省にもＤｒ必要!!

あってはならない!
高質のDCの増大を

スキルが必要。ラスパイレス依存よくない

魅力ある教育プログラムを提供
できる大学に

産業界のＲ／Ｄ
競争力強化へ

なぜ研究だけ能力主義で
事務は年功なのか

基盤的実験教育費充実を
(大学院1人50～100万)

国際担当専門スタッフの不足

資金不足

大学院生に対する
給付金が不足
(給付金の支給に
対する自覚不足)

大学院生に対する
社会教育が不十分

基礎科学力強化委員会




